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Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
関
連
投
資
を
呼
び
込
も
う
と
、
産
学
官
金
の

共
同
事
業
体
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｓ
ａ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｏ

－

Ｈ

ｏ
ｋ
ｋ
ａ
ｉ
ｄ
ｏ
」
が
設
立
さ
れ
、
事
務
所
の
置

か
れ
た
札
幌
市
を
中
心
に
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
。

　

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、

環
境
に
優
し
い
と
い
う
意
味
を
示
す
英
語
「
Ｇ
ｒ

ｅ
ｅ
ｎ
」
と
、
変
化
を
意
味
す
る
「
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ

ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
。

英
語
圏
で
「
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
」
は
「
Ｘ
」
に
置
き
換

え
て
表
記
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｇ
Ｘ
と

略
さ
れ
て
い
る
。

　

共
同
事
業
体
に
は
道
庁
や
金
融
庁
、北
洋
銀
行
、

北
海
道
大
な
ど
二
一
機
関
が
参
加
。
国
内
随
一
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
の
潜
在
能
力

を
誇
る
北
海
道
の
地
域
特
性
を
生
か
し
、
世
界
か

ら
Ｇ
Ｘ
の
情
報
や
人
材
、
資
金
が
集
ま
る
「
ア
ジ

ア
・
世
界
の
金
融
セ
ン
タ
ー
」
の
実
現
を
目
指
す
。

Ｇ
Ｘ
関
連
投
資
は
今
後
一
〇
年
間
に
全
国
で
一
五

〇
兆
円
超
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
札
幌
市
の
秋
元

克
広
市
長
は
今
年
六
月
の
設
立
会
見
で
、「
世
界

中
か
ら
集
ま
る
投
資
を
北
海
道
、
札
幌
市
に
呼
び

込
む
環
境
整
備
が
極
め
て
重
要
。
総
額
で
三
〇
兆

～
四
〇
兆
円
規
模
の
投
資
を
実
現
し
た
い
」
と
目

標
を
掲
げ
た
。

　

一
〇
月
に
は
、
再
エ
ネ
の
活
用
が
進
む
デ
ン

マ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
ス
テ
ィ
・
ウ
フ
ェ
・
ピ
ー

ダ
ー
セ
ン
副
長
官
を
札
幌
に
招
き
、
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
ほ
か
、
学
生
向
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

散 射 韻

◇　
　
　
　
　

◇

　

公
益
財
団
法
人
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
に
よ
る

と
、
共
同
事
業
体
が
参
考
に
し
て
い
る
デ
ン
マ
ー

ク
の
電
源
構
成
（
二
〇
二
二
年
）
は
、
再
エ
ネ
が

八
四
％
を
占
め
、原
子
力
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
ガ
ス
（
三
四
％
）
や
石
炭
（
三
一
％
）

が
多
く
、再
エ
ネ
は
二
二
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
ピ
ー
ダ
ー
セ
ン

副
長
官
は
来
札
の
際
、
北
海
道
新
聞
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
る
。「
ベ
ー
ス
電
源
と
し
て

原
子
力
発
電
は
不
要
で
す
か
？
」
と
問
わ
れ
た

ピ
ー
ダ
ー
セ
ン
副
長
官
は
「
デ
ン
マ
ー
ク
は
一
九

八
五
年
に
、
国
会
で
原
発
の
永
久
放
棄
を
決
議
し

た
。
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
Ｇ
Ｘ
の
目
標
は
幅
広

い
国
会
議
員
の
賛
同
を
得
て
お
り
、
政
権
交
代
し

て
も
ぶ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
産
業
界
は
安
心
し
て

投
資
を
続
け
、
今
で
は
我
が
国
の
輸
出
に
占
め
る

脱
炭
素
な
ど
グ
リ
ー
ン
技
術
関
連
の
割
合
は
一

〇
％
を
超
え
て
い
る
」と
答
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、

デ
ン
マ
ー
ク
は
脱
原
発
の
決
意
を
示
し
た
結
果
、

Ｇ
Ｘ
関
連
産
業
が
成
長
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

原
子
力
発
電
と
再
エ
ネ
を
「
車
の
両
輪
」
な
ど

と
言
う
の
で
は
な
く
、
脱
原
発
と
再
エ
ネ
を
重
視

す
る
姿
勢
を
明
確
に
示
し
て
こ
そ
、
Ｇ
Ｘ
関
連
投

資
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

道
庁
や
札
幌
市
が
Ｇ
Ｘ
関
連
投
資
の
「
ア
ジ
ア
・

世
界
の
金
融
セ
ン
タ
ー
」
を
目
指
す
な
ら
ば
、
地

域
独
自
の
政
策
と
し
て
、
ま
ず
は
先
進
地
・
デ
ン

マ
ー
ク
同
様
の
決
意
を
示
し
て
ほ
し
い
。＜

陽＞

を
開
催
。
一
一
月
に
は
秋
元
市
長
自
ら
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
と
デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
問
し
、
再
エ
ネ
の
先

進
地
の
現
場
を
視
察
し
た
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

Ｇ
Ｘ
と
言
え
ば
、
記
憶
に
新
し
い
の
が
五
月
に

成
立
し
た
「
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法
」
だ
。
気
候
変

動
対
策
な
ど
を
掲
げ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
五
つ

の
法
改
正
を
ま
と
め
た
「
束
ね
法
案
」
と
な
っ
て

い
る
。
電
気
事
業
法
や
原
子
炉
等
規
制
法
の
改
正

で
は
、
既
存
原
発
の
運
転
期
間
に
原
子
力
規
制
委

員
会
に
よ
る
安
全
審
査
で
停
止
し
て
い
た
期
間
な

ど
を
上
乗
せ
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
六
〇
年
超
の

運
転
が
可
能
に
な
っ
た
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
の
教
訓
か
ら
「
原
則
四
〇
年
、
最
長
で
延

長
二
〇
年
」
と
さ
れ
た
運
転
期
間
は
六
〇
年
を
超

え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
市
民
団
体
や
専
門
家

か
ら
は
「
気
候
変
動
対
策
と
は
名
ば
か
り
で
、
実

態
は
原
子
力
産
業
を
保
護
す
る
内
容
だ
」
な
ど
と

指
摘
す
る
声
も
上
が
っ
た
。

　

Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法
の
成
立
後
、
西
村
康
稔
経

済
産
業
相
は
「
原
子
力
の
活
用
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
最
大
限
導
入
は
車
の
両
輪
だ
。
今
回
は

そ
の
両
輪
を
加
速
さ
せ
て
い
く
た
め
の
意
味
の
あ

る
法
案
が
成
立
し
た
」
と
述
べ
た
。
二
〇
二
一
年

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に

は
、
二
〇
二
一
年
度
に
六
・
九
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
発
電
電
力
量
に
占
め
る
原
発
比
率
を
三
〇
年

度
に
二
〇
～
二
二
％
と
す
る
目
標
を
盛
り
込
ん
で

お
り
、
原
発
再
稼
働
の
動
き
は
今
後
、
さ
ら
に
加

速
し
て
い
く
見
通
し
だ
。

「ＧＸ」への決意


